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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属製円筒状部材の外周部にゴムライニングが施された内視鏡のゴムライニング部品に
おいて、
　上記金属製円筒状部材の外周部の上記ゴムライニングが施される部分に雄ネジ部を形成
すると共に、上記金属製円筒状部材の外周部に施されたゴムライニングが軸線と平行な双
方向に移動するのを阻止するための一対のライニング移動規制壁を、上記金属製円筒状部
材の外周部の上記雄ネジ部を間に挟む位置に各々突出形成したことを特徴とする内視鏡の
ゴムライニング部品。
【請求項２】
　上記雄ネジ部のネジ山の突端部分が切除されている請求項１記載の内視鏡のゴムライニ
ング部品。
【請求項３】
　上記ゴムライニング部品が内視鏡の信号コネクタ部に着脱される防水キャップである請
求項１又は２記載の内視鏡のゴムライニング部品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は内視鏡のゴムライニング部品に関する。
【背景技術】
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【０００２】
　内視鏡検査後の洗浄消毒等の際に水に濡れてはいけない信号コネクタ部等に取り付けら
れる防水キャップは、一般に、金属製円筒状部材の外周部にキャップ状のゴムライニング
が施された構成になっている。
【０００３】
　そのような防水キャップを製造する際には、ゴムライニングが施される金属製円筒状部
材の外周面を粗面に形成してそこに接着剤を塗布し、そこに熱溶融したゴム材をライニン
グしている（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開２００２－１１７３５
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、内視鏡の防水キャップ等のように内視鏡を使用する度に信号コネクタ部等に取
り付けられて洗浄消毒されるものでは、薬液等の影響でゴムが膨潤したり接着剤が劣化す
るのに伴って、ゴムライニングが金属製円筒状部材から剥がれて脱落してしまう場合があ
る。
【０００５】
　そこで本発明は、内視鏡使用の度に洗浄消毒されるような環境下に置かれても、ゴムラ
イニングが脱落し難くて耐久性のよい内視鏡のゴムライニング部品を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡のゴムライニング部品は、金属製円筒状部
材の外周部にゴムライニングが施された内視鏡のゴムライニング部品において、金属製円
筒状部材の外周部のゴムライニングが施される部分に雄ネジ部を形成すると共に、金属製
円筒状部材の外周部に施されたゴムライニングが軸線と平行な双方向に移動するのを阻止
するための一対のライニング移動規制壁を、金属製円筒状部材の外周部の雄ネジ部を間に
挟む位置に各々突出形成したものである。
【０００７】
　なお、雄ネジ部のネジ山の突端部分が切除されているとよく、ゴムライニング部品が内
視鏡の信号コネクタ部に着脱される防水キャップであってもよい。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、金属製円筒状部材の外周部のゴムライニングが施される部分に雄ネジ
部を形成すると共に、金属製円筒状部材の外周部に施されたゴムライニングが軸線と平行
な双方向に移動するのを阻止するための一対のライニング移動規制壁を、金属製円筒状部
材の外周部の雄ネジ部を間に挟む位置に各々突出形成したことにより、金属製円筒状部材
に対してゴムライニングを軸線方向に剥離させようとする力が作用したときは、雄ネジ部
のネジ山とライニング移動規制壁とによってゴムライニングの移動が阻止され、金属製円
筒状部材に対してゴムライニングを軸線周り方向に剥離させようとする力が作用した時に
は、雄ネジ部の存在によりゴムライニングが螺動して軸線方向に移動しようとするので、
その動きがライニング移動規制壁によって阻止され、内視鏡使用の度に洗浄消毒されるよ
うな環境下に置かれても、ゴムライニングが脱落し難くて優れた耐久性を得られることが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　金属製円筒状部材の外周部にゴムライニングが施された内視鏡のゴムライニング部品に
おいて、金属製円筒状部材の外周部のゴムライニングが施される部分に雄ネジ部を形成す
ると共に、金属製円筒状部材の外周部に施されたゴムライニングが軸線と平行な双方向に
移動するのを阻止するための一対のライニング移動規制壁を、金属製円筒状部材の外周部
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の雄ネジ部を間に挟む位置に各々突出形成する。
【実施例】
【００１０】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図２において、１は内視鏡であり、照明用ライトガイドの入射端が配置されたライトガ
イドコネクタ２と撮像信号等を伝達するための信号線が接続された信号コネクタ３とが、
図示されていないビデオプロセッサ兼光源装置に接続できるように配置され、内視鏡検査
後の洗浄消毒等の際には、信号コネクタ３に対して防水キャップ１０を被せることができ
るようになっている。
【００１１】
　図３は防水キャップ１０の単体の外観斜視図、図４は防水キャップ１０が信号コネクタ
３に取り付けられた状態を示しており、防水キャップ１０は、例えばステンレス鋼管材等
のような剛体からなる金属製筒状部材１１に、耐薬性に富むシリコンゴム等のようなゴム
材からなるキャップ状のゴムライニング１２が施されて構成されている。
【００１２】
　金属製筒状部材１１の開口部側部分には、信号コネクタ３の接続筒体３ａの側面に突設
された係合ピン４に係合させるための係合溝１３が形成されると共に、不適切な内視鏡が
接続されるのを防止する誤接続防止ピン５との干渉を避けるための切り欠き１４が形成さ
れており、係合ピン４を係合溝１３に係合させることにより、防水キャップ１０が信号コ
ネクタ３に取り付けられた状態になる。
【００１３】
　そして、ゴムライニング１２には、防水キャップ１０が信号コネクタ３に取り付けられ
た状態の時に信号コネクタ３の接続筒体３ａの内周面に密接することにより、信号コネク
タ３内への水分の浸入を阻止する環状シール部１５が形成されている。
【００１４】
　図１は防水キャップ１０の単体の半断面図であり、金属製筒状部材１１のゴムライニン
グ１２が施される側の半部の外周部には、雄ネジ部１６が形成されている。雄ネジ部１６
は、ゴムライニング１２を切損しないように、いわゆる山払い加工によりネジ山の突端部
分が切除された形状に形成されている。
【００１５】
　また、ゴムライニング１２が軸線と平行な双方向に移動するのを阻止するための一対の
ライニング移動規制壁１７，１８が、金属製筒状部材１１の外周部の雄ネジ部１６を間に
挟む位置に各々突出形成されている。
【００１６】
　具体的には、一対のライニング移動規制壁１７，１８は、雄ネジ部１６を間に挟んで壁
面どうしが互いに向かいあう状態に、各々全周にわたって金属製筒状部材１１の外周から
突出形成されている。
【００１７】
　また、ゴムライニング１２が施される金属製筒状部材１１の外面には、ゴムライニング
１２が施される前に雄ネジ部１６部分とライニング移動規制壁１７，１８部分を含めてゴ
ムライニング１２との接触面全面に接着剤１９が塗布されていて、熱溶融したゴム材がそ
こにライニングされている。図１においては、その部分が太線で示されている。
【００１８】
　このように構成された実施例の防水キャップ１０は、接着剤１９によって金属製筒状部
材１１とゴムライニング１２とが接合されると共に、金属製筒状部材１１に対してゴムラ
イニング１２を軸線方向に剥離させようとする力が作用した時には、それがどちら向きの
力であっても、雄ネジ部１６のネジ山とライニング移動規制壁１７，１８とによってゴム
ライニング１２の移動が阻止される。
【００１９】
　また、金属製筒状部材１１に対してゴムライニング１２を軸線周り方向に剥離させよう
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とする力が作用した時には、雄ネジ部１６の存在によりゴムライニング１２が螺動して軸
線方向に移動しようとするので、その動きがライニング移動規制壁１７，１８によって阻
止される。
【００２０】
　その結果、本実施例の防水キャップ１０は、内視鏡使用の度に洗浄消毒されるような環
境下に置かれても、金属製筒状部材１１からゴムライニング１２が脱落し難くて優れた耐
久性を得ることができる。
【００２１】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、本発明は例えば防水キャップ１
０以外の内視鏡の各種ゴムライニング部品に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の実施例の防水キャップの側面半断面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡と防水キャップの外観図である。
【図３】本発明の実施例の防水キャップの外観斜視図である。
【図４】本発明の実施例の防水キャップが信号コネクタに取り付けられた状態の側面断面
図である。
【符号の説明】
【００２３】
　１０　防水キャップ
　１１　金属製筒状部材
　１２　ゴムライニング
　１６　雄ネジ部
　１７，１８　ライニング移動規制壁

【図１】 【図２】
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